
特別講演３

「核融合アウトリーチHQが目指す社会との共創」

小川 雄一(自然科学研究機構)

謝辞：アウトリーチヘッドクォーター会合の参加者(文科省、QST、NIFS、大学）
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戦略目標：「核融合科学技術を取り巻く幅広い層に存在するステークホルダー（SH）間の対話を可能とする環境を整備し、
核融合科学技術の社会的価値と社会受容性を高めること」

➢ それぞれの組織や個人で展開している活動の情報交換、今後立ち上げるべき企画の提案などを中心に、戦略的なアウトリー
チ活動の推進方策を議論。

➢ それぞれの企画が、どのステークホルダー/ターゲット層（小中高生、大学生、一般など）を対象としているのか、アウト
プット・アウトカムとして何が期待できるのか、などについて整理しながら、対象とするターゲット層に突き刺さる“と
がった”企画を目指す。

➢ さらにアウトプットとして、核融合アウトリーチとしてのプラットフォーム（共有基盤）化を目指す。


